
（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （方式） （導入・契約（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

港湾運営
会社制度

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

公共施設
等運営権
方式（コン
セッション
方式）

検討中

実施済

年

取組事項 民間活用（ＰＰＰ/ＰＦＩ方式の活用）

実施予定

下水道施設の拡充の進捗に
伴って増加する維持管理費の
縮減が急務であったことから、
下水道事業の経営の効率化に
資するため、根室下水終末処
理場等の運転管理等業務に、
民間事業者の持つ創意工夫と
経費の節減に関するノウハウ
を活用した包括的民間委託を
導入し、施設の維持管理・運営
の具体的手法について民間事
業者からの提案に基づき効率
的な施設の運営を実施してい
る。

①運転業務②保守点検業務
③分析業務④汚泥乾燥運搬
業務⑤外注委託業務⑥修繕
業務

BTO方式

BOT方式

BOO方式

DBO方式

日

その他 月
DB方式

百万円(年)

効果額未算定

年 日

月

検討中 ●

令和９年度以降について、地
方公共団体が汚水管の改築を
実施する場合に、ウォーター
PPPの導入を決定済みである
場合のみ、社会資本整備総合
交付金の交付対象事業となる
こととなっており、下水道利用
者の負担軽減を考えた際に検
討せざるを得ない状況となって
いる。

下水道の管路は、地元の土木事業者や清掃事業者、市民の
皆さんなどに支えられながら、事業体の職員が中心となって整
備や維持管理に努めているところであります。人口減少による
職員不足等の課題を抱える中で、ウォーターＰＰＰを推進する
ことで得られるメリットだけではなく、どのようなデメリットがある
のかについても的確に把握する必要があります。具体的には、
ウォーターＰＰＰに参画してくれる民間企業があるのか、地元企
業へどのような影響があるのか、本格的に民間活力を利用す
ることとなった場合の国の財政支援の方法がどのように変わっ
ていくかなど、様々な課題に対する検討やシミュレーションを行
う必要がありますが、具体的な検討を行うだけの情報や材料
が不足している状況にある。

実施予定

百万円(年)

指定管理者
制度

民間活用
広域化等事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

施設名

● ●

業種名

下水道事業 公共下水道

事業名

包括的
民間委託

団体名

根室市

PPP/PFI方式
の活用

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

平成

16 4 1

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況


